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従来の大型ストロー（1．0丁戒、凍結用セミナソ）  

およぴ400■にエる融解を対照区として受胎率に  

つぃて比較検討した。   

2．試験材料及び方法   

（1）供託種雄牛  

当場けい車種雉牛2頭を供試した。   

（カ 供試精液の性状   

採取精液を試験区（0．5・ストロー、活性ビ   

タミン添加F－18）と対照区（1．0，疲トロ   

ー、凍結用セミナ／）に分け凍結前後の精子清  

力の検査を行たった結果は表－1のとお♪であ  

る○  

1．はじめに  

細型ストロー（0．5祓および活性ピタミソ剤  

入りの希釈俄叩－18）による凍結精液は、凍  

結後の相子の活力がすぐれ、精液保管器の収容能   

力も倍塵と表ゎ、受胎率の向上、精液の有効利用   

おエび経済性の面からその実用化が納得されてい   

る0  

ぜた凍結精液の融解温度につhては、従来4℃   

による融解が常法として行をわれてきたが、最近、  

50 00～55 0cにエる高温融解が融解後の活   

力が良好であるとぃう報告があるので、それぞれ  

採取   原精液性状  希釈  希釈  融解後括力   1ストロー中  
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